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刀が生産され、現在、包丁をはじめとする堺刃物に伝わったとも 

されており、世界的にも有名である。今でも鉄砲鍛冶屋敷や江戸 

時代の町家が残り、打
うち

刃物
は も の

を鍛
きた

える音が響く。さらに利休が堺か 

ら広めた「茶の湯」文化の影響が今も随所に残り、老舗の和菓子 

店が街歩きの楽しみにアクセントを添えてくれる。 

街道沿いには、一向宗
いっこうしゅう

本願寺
ほんがんじ

の進出によりいくつかの寺内町が形成された。中でも今井町は、戦国時代に称
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の

寺内町となり、堺同様に、堀に囲まれた自治都市が築かれた。織田信長に抵抗を続けていたが、その後、降伏し、明智

光秀や堺の豪商の仲介を経て和解すると、信長によって自治権が与えられ、大和の経済の中心地へと成長した。 

このように両町は東南アジア諸国との交易等を通して密接に結び 

つき、「海の堺、陸の今井」として、戦国時代～江戸初期の日本経済 

を築き上げた。 

 

◆「信仰の道」～伊勢参り～ 

江戸時代になると、街道は大阪と奈良から伊勢へと繋
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ぐ伊勢神宮参拝の「お蔭
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とその役割を変化させていった。今でも太子から葛城にいたる道中には、その要所にお参りの 
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とう
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籠
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ていた面影を残す。また八木札の辻や今井町は、今も江戸時代の町並みを残し、約500棟の伝 

統的建造物が並ぶ。街なかでは、古民家を活用した宿泊施設やカフェなどが、旅人に憩
いこ

いを与 

えてくれる。 

このように江戸時代以降、この街道は庶民の信仰の道として賑わい、 

人々のさまざまな想いを運ぶ役割を果たしていたのだ。 

 

エピローグ 

かつて聖徳太子は隋の皇帝煬
よう

帝
だい

に宛てて「日出ずる処の天子、書を日没する処の天子に致す。」と書いた国書を小野

妹子に託した。飛鳥の都から難波を経て遣隋使を送り、また、大陸からの使者を迎えたこの道 

は、脈々と流れる歴史の中で様々な「人」「物」「文化」が行き交い、時代に応じて少しずつそ 

の役割を変えつつも今も活き続ける。 

道沿いの歴史遺産を通して 1400 年もの歴史の移り変わりを感じ、私たちを時間旅行へと誘う 

道。それが竹内街道と横大路なのである。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

堺市の茶の湯体験 堺市の鍛冶職人 

堺まつり 今井町の町並み 

春の叡福寺 

太子町の町並み 冬の今井町 

二上山へ沈む夕日 


